
　

町
内
公
民
館
長
会
は
11
月
11
・

12
日
、
東
京
都
内
の
３
施
設
で
研

修
を
行
っ
た
。

〈
東
京
消
防
庁
　
池
袋
防
災
館
〉

　

池
袋
消
防
署
の
４・
５
階
が
防

災
館
に
な
っ
て
お
り
、
数
種
類
の

防
災
体
験
を
す
る
事
が
で
き
た
。

　

シ
ア
タ
ー
で
館
内
説
明
を
受
け

て
か
ら
動
画
観
賞
。
東
日
本
大
震

災
の
内
容
が
大
半
で
あ
っ
た
。「
福

島
第
１
原
発
に
つ
い
て
全
く
触
れ

て
い
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
某

町
内
公
民
館
長
が
つ
ぶ
や
く
と
、

「
そ
う
だ
ね
え
」
と
数
人
が
相
づ

ち
を
打
っ
た
。

　

消
火
体
験
で
は
、
訓
練
用
の
消

火
器
を
使
っ
て
火
災
映
像
に
放
水

す
る
も
の
。
手
順
は
①
大
声
で
周

囲
に
「
火
事
だ
！
」
と
叫
ぶ
②
消

火
器
の
取
手
下
側
を
片
手
で
持
っ

て
運
ぶ
③
ピ
ン
を
外
し
、
ノ
ズ

ル
を
火
元
に
向
け
レ
バ
ー
を
握
る
。

そ
し
て
、
腰
を
低
く
し
、
炎
で
な

く
燃
え
て
い
る
も
の
に
消
火
液
を

噴
射
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
。

　

煙
体
験
で
は
、
煙
の
充
満
し
た

通
路
の
中
を
誘
導
灯
た
よ
り
に
避

難
す
る
も
の
。
身
を
か
が
め
る
こ

と
（
120
㎝
以
下
の
表
示
）
や
慌
て

て
走
っ
た
り
、
他
の
人
を
押
し
た

り
し
な
い
こ
と
が
大
事
。

　

地
震
体
験
で
は
、
水
平
方
向
に

動
く
部
屋
の
中
で
大
地
震
の
擬
似

体
験
を
す
る
も
の
。
テ
ー
ブ
ル
自

体
が
動
く
た
め
、
下
に
も
ぐ
る
こ

と
さ
え
困
難
で
あ
っ
た
。

　

説
明
者
の
「
避
難
し
た
後
、
家

や
仕
事
場
に
戻
ら
な
い
こ
と
。戻
っ

て
犠
牲
に
な
る
場
合
が
非
常
に
多

い
」
と
い
う
話
が
記
憶
に
残
っ
た
。

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
第
一

と
は
、
あ
る
意
味
で
理
解
で
き
る

が
、
家
族
・
友
人
の
こ
と
を
思
う
と
、

複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

〈
日
本
銀
行
　
貨
幣
博
物
館
〉

　

日
銀
本
店
の
隣
に
あ
り
、
マ
ニ

ア
に
は
良
く
知
ら
れ
た
見
学
場
所
。

お
金
や
お
金
に
関
す
る
道
具
な
ど

が
年
代
ご
と
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

お
金
の
始
ま
り
は「
無
文
銭
」「
富

本
銭
」
や
「
和
同
開
珎
」。

　

江
戸
時
代
の
後
半
か
ら
お
金
の

統
一
が
図
ら
れ
、
額
の
小
さ
な
貨

幣
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

明
治
維
新
後
に
全
国
統
一
の
貨

幣
単
位
「
円
」
が
導
入
さ
れ
、
政

府
が
紙
幣
を
発
行
し
た
。
紙
幣
発

行
機
関
で
あ
る
日
本
銀
行
は
、
そ

の
後
一
八
八
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。

　
「
時
代
の
移
り
ゆ
く
中
で
、
お

金
の
形
や
使
わ
れ
方
は
変
わ
っ
た

が
、
お
金
の
大
切
さ
は
不
変
で
あ

る
」
と
説
明
書
き
に
あ
っ
た
の
が

印
象
に
残
っ
た
。

〈
調
布
航
空
宇
宙
セ
ン
タ
ー
〉

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
Ｊ
Ａ

Ⅹ
Ａ
（
ジ
ャ
ク
サ
）
の
中
で
、
航

空
技
術
や
宇
宙
開
発
の
研
究
を

行
っ
て
い
る
場
所
。

　

案
内
役
の
江
川
さ
ん
は
、
父
親

の
仕
事
の
関
係
で
、
旭
町
小
学
校

に
数
年
間
在
学
さ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
巧
み

な
話
に
引
き
込
ま
れ
た
。

　

宇
宙
へ
の
飛
行
が
模
擬
体
験
で

き
る
「
ス
ペ
ー
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
で
は
不

思
議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
た
。
座

席
に
腰
掛
け
、
離
陸
し
た
時
は
冷

静
で
あ
っ
た
が
…
。
い
つ
の
間
に

か
真
っ
暗
な
空
間
を
漂
っ
て
い
た
。

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
迫
っ
て
来

て
ド
ッ
キ
ン
グ
、
任
務
（
や
る
こ

と
は
何
も
な
い
）、
切
り
離
し
、
そ

し
て
無
事
帰
還
。

　

国
産
中
型
機
と
し
て
約
40
年
間

活
躍
し
た
「
Ｙ
Ｓ
‐
１
１
（
イ
チ

イ
チ
）」
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
が
野

外
展
示
さ
れ
て
い
た
。
先
端
部
を

正
面
か
ら
見
る
と
、
初
期
の
新
幹

線
に
そ
っ
く
り
。
燃
費
は
良
か
っ

た
と
い
う
が
、
そ
の
狭
さ
か
ら
乗

り
心
地
は
い
ま
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
た
。

　

小
型
超
音
速
実
験
機
の
説
明
な

ど
を
聞
き
、
わ
が
国
の
航
空
技
術

の
高
さ
を
知
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
田
）

　

12
月
13
日
、
城
東
公
民
館
主
催
、

地
区
防
災
部
会
共
催
の
研
修
が
あ

り
23
名
が
参
加
し
た
。　

　

中
島
防
災
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

原
田
公
民
館
長
か
ら
糸
魚
川
大
火

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
火
災
は
、
平
成
28
年
12
月

22
日
に
発
生
し
た
、
糸
魚
川
駅
の

北
側
約
４
ha
を
焦
土
と
化
し
た
。

　
「
加
賀
の
井
酒
造
」
の
当
主
は
、

「
我
が
社
も
大
火
に
巻
き
込
ま
れ
、

酒
蔵
と
社
屋
を
消
失
。
清
酒
３
千

本
と
仕
込
み
用
タ
ン
ク
を
同
時
に

失
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
。

　

平
成
30
年
３
月
酒
蔵
を
再
建
し
、

５
月
に
は
初
出
荷
。
敷
地
の
片
隅

に
火
災
を
免
れ
た
一
八
二
八
年
築

造
の
「
背
後
蔵
」
が
あ
り
、
火
災

の
す
ご
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。
大

火
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

建
物
を
保
存
す
る
と
い
う
。

　

糸
魚
川
市
が
平
成
29
年
度
か
ら

５
箇
年
計
画
で
復
興
街
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。
街
づ

く
り
は
ま
だ
２
年
目
で
あ
り
、
や

む
を
得
な
い
気
も
し
た
。

　

隣
接
す
る
市
の
防
災
広
場
予
定

地
に
は
看
板
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

「
が
ん
ば
ろ
う
糸
魚
川
」
と
太
字

で
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
田
）

池袋防災館にて

ＹＳ－１１の先端部

火災を免れた「背後蔵」

町
内
公
民
館
長
会
の

視
察
研
修
を
終
え
て

「
そ
の
後
の
糸
魚
川
大
火
」

　
に
参
加
し
て
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び
名
の
よ
う
で
す
。

　

城
東
地
区
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

様
に
は
釈
迦
に
説
法
と
承
知
し
な

が
ら
、
万
が
一
の
交
通
事
故
の
際
、

被
害
を
最
小
限
に
し
な
が
ら
我
が

身
を
守
る
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば

と
の
思
い
か
ら
取
り
上
げ
て
み
ま

し
た
。

　
『
松
本
走
り
』と
は
ど
ん
な
運
転・

走
行
な
の
か
、
十
数
年
前
、
某
新

聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
名
称
や
危

険
運
転
の
パ
タ
ー
ン
を
参
考
に
紹

介
し
ま
す
。

～
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　
　
松
本
走
り
の
主
な
特
徴
～

①
金
魚
の
糞
（
ふ
ん
）
カ
ー
ブ

　

赤
信
号
に
な
っ
て
も
、
前
車
に

く
っ
つ
い
て
右
折
す
る
。（「
も
う

一
台
く
ら
い
大
丈
夫
」
と
後
続
車

が
追
走
す
る
が
、
結
局
5
台
に

な
っ
た
り
す
る
）

②
写
し
鏡
右
折

　

対
向
車
が
左
折
す
る
一
瞬
の
隙

を
狙
っ
て
無
理
や
り
右
折
す
る
。

（
対
向
車
を
鏡
に
写
し
た
よ
う
な

走
法
）

③
「
自
動
車
の
盾
」
右
折

　

故
意
に
車
の
フ
ロ
ン
ト
を
対
向

車
線
に
出
し
、
相
手
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
た
う
え
、
右
折
す
る
。

④
強
引
グ
・
マ
イ
ウ
ェ
イ

　

信
号
が
黄
か
ら
赤
に
変
わ
っ
て

も
無
視
し
て
直
進
す
る
。（
単
な

る
信
号
無
視
。
赤
に
な
る
と
逆
に

加
速
す
る
傾
向
が
あ
る
）

⑤
フ
ラ
イ
ン
グ
信
州

　

信
号
が
青
に
な
る
前
の
「
空
白

の
時
間
帯
」
に
先
走
っ
て
右
折
す

る
。

　
　⑥

び
っ
く
り
カ
ー
ブ

　

ウ
イ
ン
カ
ー
を
点
灯
せ
ず
に
、

い
き
な
り
右
・
左
折
す
る
。（
本

当
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
し
、
危
険
）

⑦
サ
イ
ド
攻
撃

　

脇
道
か
ら
い
き
な
り
飛
び
出

し
、
走
行
車
列
の
隙
間
に
割
り
込

む
。（
他
人
の
善
意
に
期
待
す
る

身
勝
手
な
走
法
）

　

こ
れ
ら
の
運
転
の
最
大
の
要
因

は「
運
転
モ
ラ
ル
の
低
さ
」に
あ
り
、

「
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
と
マ
ナ
ー

の
向
上
」
に
尽
き
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
『
松
本
走
り
』
の
汚
名
返
上
に

向
け
て
、
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
目

指
し
、
運
転
す
る
際
は
、「
時
間

に
余
裕
」
と
「
心
に
ゆ
と
り
」
を

も
ち
、
手
の
掌
を
上
に
し
て
「
お

先
に
ど
う
ぞ
！
」
と
、
お
互
い
に

道
を
譲
る
度
量
の
広
い
気
持
ち
良

い
運
転
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栁
澤
）

　

城
東
地
区
の
町
会
の
多
く
は
住

所
の
町
名
と
町
会
名
が
一
致
し
て

お
ら
ず
境
界
も
複
雑
で
す
。
他
の

地
区
か
ら
転
入
し
て
来
た
方
で
不

思
議
に
思
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
松
本
市
に
住
ん
で
い
た

方
は
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
昭
和
37
年
に
施
行

さ
れ
た
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
松
本
市
で
昭
和

40
年
～
42
年
に
行
わ
れ
た
住
居
表

示
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
土
地
の
区
画
を
表
す
地

番
で
住
所
を
管
理
し
て
い
た
の
で

す
が
、
特
に
市
街
地
に
お
い
て
そ

の
区
分
と
実
態
が
合
わ
な
く
な
っ

て
き
た
の
で
整
理
し
直
す
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
一
般
に
私
た

ち
が
住
所
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

こ
の
住
居
表
示
の
こ
と
で
す
。（
な

お
、
地
番
は
今
で
も
土
地
の
管
理

用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。）
松
本

市
は
こ
の
改
正
に
当
た
り
地
域
住

民
同
士
の
繋
が
り
と
気
持
ち
を
尊

重
し
、
町
会
は
変
更
し
な
い
こ
と

と
し
て
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
各
町
会
の
位
置
と
範

囲
を
確
認
す
る
方
法
で
す
が
、
松

本
市
が
提
供
し
て
い
る
地
区
別
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
城
東
地
区
）
に

境
界
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
役
所

に
相
談
す
れ
ば
も
っ
と
正
確
で
詳

細
な
地
図
を
入
手
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。　

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
左
記
の

表
を
見
な
が
ら
街
の
歴
史
と
成
り

立
ち
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
）

　

昨
年
は
、
東
名

高
速
で
運
転
モ
ラ

ル
の
低
い
運
転
手

の「
あ
お
り
運
転
」

に
よ
る
死
亡
事
故

で
大
き
な
反
響
を

巻
き
起
こ
し
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
師

走
の
土
曜
の
午

後
、
久
し
ぶ
り
に

や
ま
び
こ
道
路
の

交
差
点
で
『
松
本
走
り
』
に
出
く

わ
し
、
右
折
車
と
間
一
髪
衝
突
を

免
れ
、
肝
を
冷
や
し
ま
し
た
。

　
『
松
本
走
り
』
と
は
、
一
部
の

マ
ス
コ
ミ
が
松
本
市
周
辺
に
多
い

危
険
運
転
方
法
の
俗
称
と
し
て
テ

レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

取
り
上
げ
て
話
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
相
変
わ
ら
ず
？
健
在
で
現
在

も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

松
本
市
周
辺
の
マ
ナ
ー
違
反

は
、「
右
折
優
先
」
と
「
信
号
無
視
」

の
二
つ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
約
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
県
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
危
険

運
転
で
は
、
右
折
優
先
の
「
山
梨

ル
ー
ル
」、
信
号
無
視
や
合
図
不

履
行
の「
名
古
屋
走
り
」愛
媛
の「
伊

予
の
早
曲
が
り
」
等
が
あ
り
、
各

地
域
の
危
険
運
転
を
皮
肉
っ
た
呼

住
所
の
町
名
と
町
会
名

は
何
故
違
う
？

危
険
だ
よ
！
や
め
よ
う
！

『
松
本
走
り
』

住居表示 町会名
旭１丁目 袋町，安原町，北上横田町，和泉町１丁目，両下町，岡の宮西
旭２丁目 天白町，中ノ丁，東ノ丁，旭町，両下町，岡の宮，岡の宮文園町
旭３丁目 旭町，曙町
清水１丁目 清水中，清水西，元町南
城東２丁目 片端町，南上横田町，東町１丁目，和泉町２丁目，北上横田町，袋町
女鳥羽１丁目 桜町，下横田町，葭町，南上横田町，女鳥羽町，北上横田町
女鳥羽２丁目 北上横田町，桜町，女鳥羽町，南上横田町
女鳥羽３丁目 岡の宮，岡の宮西，岡の宮文園町
元町１丁目 元町北，元町中，元町南，清水中，清水東
元町２丁目 元町上，元町中，元町北
元町３丁目 元町上，元町北

お先に
どうぞ

?
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